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研究成果の概要（和文）：本共同研究によって１３名の関係者にインタビューを実施することができ、その証言
記録を保存することができた。また、その証言記録を１冊の報告書としてまとめることができ、同報告書を日本
国内の大学図書館、沖縄県内の公立図書館、関連分野の研究者などに寄贈することができた。１３名の関係者は
以下の通りである。儀間文彰、大城盛三、照屋義実、仲本興成、稲嶺惠一、新垣雄久、仲本安一、平良哲、比嘉
幹郎、大田昌秀、嶺井政治、宮城宏光、渡口彦信。

研究成果の概要（英文）：Through this joint research, we were able to conduct interviews with 13 
relevant parties, and save records of their testimonies. Also, we were able to compile those 
testimony records into a single report, and donated this report to university libraries in Japan, 
official libraries in Okinawa Prefecture, and researchers in related fields. This relevant parties 
are as follows: GIMA Bunsho, OSHIRO Seizo, TERUYA Yoshimi, NAKAMOTO Kose, INAMINE Keichi, ARAKAKI 
Takehisa, NAKAMOTO Aichi, TAIRA Tetsu, HIGA Mikio, OTA Masahide, MINEI Masaharu, MIYAGI Hiromitsu, 
TOGUCHI Hikoshin.

研究分野： 政治学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
申請者は 2012 年に『戦後沖縄と米軍基地

―「受容」と「拒絶」のはざまで 1945－1972
年』を法政大学出版局より刊行し、そのなか
で沖縄米軍基地問題の起源と展開について
考察した。この研究より得られた知見は、基
地問題だけでなく日本復帰問題をはじめ多
くの政治問題において琉球政府立法院議員
が果たした役割が極めて大きかったという
事実である。琉球政府のなかの行政機関は
「行政府」と呼ばれ、その長には「行政主席」
が米軍によって任命された。また、一方の立
法機関は「立法院」と呼ばれ、その立法院議
員（29～32 名）は選挙によって選出された。
よって、沖縄で唯一民意を代表する存在が立
法院議員であり、沖縄政治の様々な重要局面
で彼らが重要な役割を果たしたのである。 
 しかし、上記の研究からみえてきた課題は、
この立法院議員の役割だけでなく、行政主席
の役割を含め、いまだ琉球政府そのものの実
態が十分に解明されていないということで
あった。この琉球政府の上位には「米国民政
府」という米軍の統治機関があったが、その
米国民政府と琉球政府が実際上どのような
関係にあったのかもいまだ未解明である。ま
た、琉球政府と日本政府がどのような関係に
あったのかも、とりわけ 1972 年の日本復帰
の前後にどのような関係にあったのかも、い
まだ十分に解明されていない。 
 27 年間の米国統治下の沖縄を扱った従来
の研究は、大きくいって、日本政治外交史や
日米関係史の分野からの研究と、地域政治史
の分野からの研究が大部分を占めており、前
者は 1951 年のサンフランシスコ講和条約を
めぐる日米間の政治過程や、72 年の沖縄返還
をめぐる日米交渉に焦点があてられ、後者は
沖縄内部の政治の動きを主として大衆運動
の視点から捉えるものが多くを占めていた。
よって、琉球政府そのものに焦点をあてた研
究はほとんどなく、研究史上、大きな空白と
なっている。 
ただ、研究分担者の川手摂が 2012 年に『戦

後琉球の公務員制度史』を東京大学出版会よ
り刊行し、はじめて琉球政府の公務員制度の
実態を明らかにした。だが、その先駆的研究
をした川手でさえも、本書の終章で「ガヴァ
メントとしての琉球政府を総体的に解明し
ていく必要がある。これら仕事をひとつひと
つ丹念に積み重ねていくことで、私たちはよ
うやく、きちんとした…琉球政府像を手にす
ることができる」（356 頁）と述べているよ
うに、琉球政府の公務員制度に関する基礎デ
ータとその実態を明かにしたものの、いまだ
立法院を含めた琉球政府そのものの全体性
を解明するには至っていない状況にある。 
 よって、琉球政府という未知の研究対象を
考察の中心に置き、戦後沖縄政治を多角的に
考察しようとしたのが、本研究開始時の背景
にある。 
２．研究の目的 

本研究は、いまから 40 年以上も前に存在
した「琉球政府」という立法、行政、司法の
三権を兼ね備えた中央政府を分析の主軸に
据え、戦後沖縄政治の再構築を図ろうとする
ものである。より具体的に言えば、政治学、
行政学、歴史学の分析手法を多角的に用いて、
琉球政府の実態を解明すると同時に、その琉
球政府を戦後沖縄政治に位置づけることが
本研究の目的である。また、日本の政治・行
政と関連づけて、その歴史的意義や可能性を
検討することも、本研究の目的である。特に
本研究では、琉球政府を知る関係者が年々少
なくなっていることへの危機感を背景とし
て、その関係者へのオーラルヒストリーを積
極的に行うことによって、その証言記録を残
すことを重視した。 
３．研究の方法 
本研究は３年間とする。政治外交史の角度

から平良が、法制度史・アーカイブズ学の角
度から高江洲が、政治社会史の角度から櫻澤
が、行政学・公務員制度の角度から川手がそ
れぞれ担当し、これらを統合させていく。こ
の４つの角度から行う研究にとって最も基
礎になるものが、関係者へのインタビューに
よって得られる証言記録である。したがって、
それぞれが別個に、あるいは共同で行うイン
タビューこそが、本研究の最も大きな部分を
占める。また、このインタビューによって得
られた知見を共有し、学問的な議論を深めて
いくために、研究会も開催する。 
インタビューによって得られた成果は、証

言記録集として刊行する。 
４．研究成果 
助成期間は 2015 年度から 2017 年度までの

3 年間であったが、その事前の研究期間を含
めると、5 年におよぶ研究プロジェクトであ
った。 
当初は琉球政府の実態解明を主たるテー

マとし、琉球政府関係者にインタビューを実
施し、その証言記録を残すことを目的とした。
その背景には、「我々は琉球政府を知らない」
という問題意識があり、また琉球政府を知る
関係者が年々少なくなっていることへの危
機感もあった。 
しかし、こうした意図で始めた共同研究で

あったが、研究を進めていくうちに、琉球政
府で要職にあった方々が日本復帰後も沖縄
県庁で重要なポストに就き、しかも 1978 年
に誕生した西銘（順治）県政では副知事など
の要職に就き同県政を支えたことや、あるい
はその西銘県政の誕生自体に深くかかわっ
ていたことなどがわかり、研究対象を西銘県
政にまで広げることとなった。さらにその西
銘県政を研究していくと、1998 年に誕生した
稲嶺（惠一）県政の歴史的位置づけが問題と
なり、同県政も研究対象とすることになった。
西銘・稲嶺両県政はいわゆる「保守県政」と
言われてきたが、その「保守県政とは一体何
だったのか」という課題が生み出され、当初
予定していたよりもテーマを広く設定し直



した。 
テーマが広くなることへの懸念はあった

ものの、このように広げた背景には、いまか
ら 40 年以上も前に存在した琉球政府の関係
者はもちろんのこと、1980 年代の西銘県政期
に活躍した関係者でさえ、年々少なくなって
いることに危惧の念を抱いたことがあった。
また稲嶺県政にしても、その誕生から数える
とすでに 20 年近くが経過しており、現時点
で関係者にインタビューを実施しなければ、
その歴史的証言はそれこそ“歴史”の彼方
に消えてしまうのではないかという思いも
あった。 
かくして本研究は、「琉球政府とは一体何だ
ったのか」いう課題から、「西銘・稲嶺両保
守県政とは何だったのか」という課題を経て、
より大きなテーマとして「沖縄の保守とは何
か」という課題を発見するに至った。 
また、こうした新しい視点から沖縄の革新

勢力をいま一度捉え直してみると、それがど
うみえるのかについても我々の興味の抱く
ところとなった。さらに沖縄の保守勢力を支
えたといわれる沖縄の経済界が一体どのよ
うなものであり、それを歴史的にどう位置づ
ければよいのかも我々の関心事となった。 
そこで沖縄の保守政治家や行政官だけで

なく、革新勢力の関係者や経済人にもインタ
ビューを実施し、その証言記録を残すことに
努めた次第である。 
以上の問題関心のもと、我々のインタビュ

ーに応じてくださった方々は、次の 13 人で
ある（括弧内には主要な肩書とインタビュー
の実施日を記載）。 
 儀間文彰氏（元琉球政府厚生局長、①2013
年 8 月 2 日、②2014 年 8 月 12 日、2016 年 2
月 15 日）、大城盛三氏（元琉球政府行政主席
[屋良朝苗]特別秘書官、2014 年 2 月 24 日）、
照屋義実氏（照正組代表取締役社長、2015 年
8月 7日）、仲本興成氏（仲本興業創業者、2015
年 8 月 6 日）、稲嶺惠一氏（元沖縄県知事、
①2015 年 12 月 18 日、②2016 年 2 月 15 日、
③2016 年 4 月 25 日、④2016 年 7 月 4 日）、
新垣雄久氏（元沖縄県副知事[西銘県政]、①
2015 年 12 月 19 日、②2016 年 2月 16 日、③
2016 年 10 月 14 日）、仲本安一氏（元沖縄県
議会議員、元沖縄社会大衆党委員長、2016 年
2 月 15 日）、平良哲氏（元沖縄県議会議員、
元自民党沖縄県連幹事長、2016年2月16日）、
比嘉幹郎氏（元沖縄県副知事[西銘県政]、
2016 年 4月 24 日）、大田昌秀氏（元沖縄県知
事、2016 年 7 月 2 日）、嶺井政治氏（元沖縄
県副知事[西銘県政]、2016 年 12 月 26 日）、
宮城宏光氏（元沖縄県副知事[西銘県政]、
2016 年 12 月 27 日）、渡口彦信氏（比謝川ガ
ス創業者、2016 年 12 月 29 日）。 
 本インタビュー記録の作成手順であるが、
まず録音データを業者に文字起こししても
らい、それを以下の各担当者が録音を聞き直
してインタビュイーの発言箇所を確認・校正
した。平良（儀間氏担当）、高江洲（宮城氏

担当）、川手（新垣氏担当）、櫻澤（稲嶺氏担
当）、小松（大城氏、平良氏、大田氏担当）、
秋山（照屋氏、仲本（興）氏、渡口氏担当）、
小濱（仲本（安）氏、比嘉氏、嶺井氏担当）。 
その後、インタビュアーの発言箇所につい

てはインタビュアー本人が校正し、その出来
上がった仮原稿を各担当者がインタビュイ
ーに送付し、インタビュイーご本人にご確認
をいただいた。 
その原稿をメンバー間でダブルチェック

し、その完成原稿を『戦後沖縄の証言 JSPS
科研費 15K03283 研究成果報告書』というタ
イトルで印刷・製本し、2017 年度の年度末に
刊行した（総ページは 2段組で 460ページ）。 
同報告書は国内の大学図書館、沖縄県内の

公立図書館、関連分野の研究者などに寄贈し
た。 
今後の課題としては、本共同研究によって

得られた証言記録を有効に活用し、アメリカ
統治時代の琉球政府を沖縄の戦後史の中に
位置づけるとともに、日本復帰後のいわゆる
「保守県政」（西銘県政、稲嶺県政）を沖縄
の戦後史の中に位置づけることである。 
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